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【手続補正書】
【提出日】平成26年4月24日(2014.4.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　磁場センサであって、
　磁場に応答してホール・エレメント出力信号を生成するように構成されているホール・
エレメントであって、前記ホール・エレメント出力信号が、磁場信号成分とオフセット信
号成分とを含む、ホール・エレメントと、
　前記ホール・エレメント出力信号を受け取るように結合されており、変調回路出力信号
を生成するように構成されているホール・エレメント変調回路であって、第１最低周波数
から第１最高周波数まで変化し、更に前記第１最低周波数と前記第１最高周波数との間に
おける複数の周波数まで変化する第１変化変調周波数を有する第１変調信号によって、前
記磁場信号成分または前記オフセット信号成分を変調するように動作可能な、ホール・エ
レメント変調回路と、
を備えている、磁場センサ。
【請求項２】
　請求項１記載の磁場センサにおいて、前記第１変化変調周波数が、前記第１最低周波数
から前記第１最高周波数まで、線形掃引で変化する、磁場センサ。
【請求項３】
　請求項１記載の磁場センサにおいて、前記第１変化変調周波数が、前記第１最低周波数
から前記第１最高周波数まで、非線形掃引で変化する、磁場センサ。
【請求項４】
　請求項１記載の磁場センサにおいて、前記第１変化変調周波数が、前記第１最低周波数
から前記第１最高周波数まで、複数の不連続な周波数段階に沿って変化する、磁場センサ
。
【請求項５】
　請求項１記載の磁場センサにおいて、前記第１変化変調周波数が、複数の不連続な周波
数段階に沿って変化する、磁場センサ。
【請求項６】
　請求項１記載の磁場センサであって、更に、前記変調回路出力信号を受け取るように結
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合されており、増幅回路出力信号を生成するように構成されている増幅回路を備えている
、磁場センサ。
【請求項７】
　請求項６記載の磁場センサにおいて、前記増幅回路が、前記変調回路出力信号を表す信
号を、第２最低周波数から第２最高周波数まで変化し、更に前記第２最低周波数と前記第
２最高周波数の間における少なくとも１つの周波数まで変化する第２変化変調周波数を有
する第２変調信号で変調するように構成されている切替回路を備えている、磁場センサ。
【請求項８】
　請求項７記載の磁場センサにおいて、前記第２変化変調周波数が、前記第１変化変調周
波数に等しく、これと同期する、磁場センサ。
【請求項９】
　請求項７記載の磁場センサにおいて、前記第２変化変調周波数が、前記第１変化変調周
波数とは異なるが、これと同期する、磁場センサ。
【請求項１０】
　請求項６記載の磁場センサにおいて、前記増幅回路が、前記変調回路出力信号を表す信
号を、第２最低周波数から第２最高周波数まで変化し、更に前記第２最低周波数と前記第
２最高周波数の間における少なくとも１つの周波数まで変化する第２変化変調周波数を有
する第２変調信号に対応するレートでサンプリングするように構成されているサンプル／
ホールド回路を備えている、磁場センサ。
【請求項１１】
　請求項１０記載の磁場センサにおいて、前記第２変化変調周波数が、前記第１変化変調
周波数に等しく、これと同期する、磁場センサ。
【請求項１２】
　請求項６記載の磁場センサであって、更に、前記増幅回路出力信号を受け取るように結
合されており、磁場センサ出力信号を生成するように構成されているフィルタ回路を備え
ており、前記フィルタ回路が、
　アンチ・エリアス信号を生成するように構成されているアンチ・エリアス・フィルタと
、
　前記アンチ・エリアス・フィルタに結合され、前記第１変化変調周波数に関係がある変
化サンプリング周波数を有するサンプリング信号にしたがって、前記アンチ・エリアス信
号を表す信号をサンプリングする離散時間選択フィルタであって、前記第１変化変調周波
数に関係がある変化ノッチ周波数を有する、離散時間選択フィルタと、
を備えている、磁場センサ。
【請求項１３】
　請求項１２記載の磁場センサにおいて、前記アンチ・エリアス・フィルタが、前記変化
サンプリング周波数と関連のある最高サンプリング周波数の半分よりも高い周波数成分を
低減するように選択された折点周波数を有する、磁場センサ。
【請求項１４】
　請求項１２記載の磁場センサにおいて、前記変化サンプリング周波数が、前記第１変化
変調周波数に整数を乗算した値に等しい、磁場センサ。
【請求項１５】
　請求項１２記載の磁場センサにおいて、前記変化サンプリング周波数が、前記第１変化
変調周波数に等しい、磁場センサ。
【請求項１６】
　請求項１２記載の磁場センサにおいて、前記変化サンプリング周波数が、前記第１変化
変調周波数の２倍に等しい、磁場センサ。
【請求項１７】
　請求項１２記載の磁場センサにおいて、前記変化ノッチ周波数が、前記第１変化変調周
波数に等しい、磁場センサ。
【請求項１８】
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　請求項１２記載の磁場センサであって、更に、前記第１変化変調周波数に関係がある変
化周波数を有する電圧制御発振器出力信号を生成するように構成されている電圧制御発振
器を備えている、磁場センサ。
【請求項１９】
　請求項１８記載の磁場センサであって、更に、前記電圧制御発振器出力信号を受け取る
ように結合されており、前記第１変調信号、前記第２変調信号、または前記サンプリング
信号の内少なくとも１つを生成するように構成されているクロック生成回路を備えている
、磁場センサ。
【請求項２０】
　請求項１８記載の磁場センサであって、更に、前記電圧制御発振器出力信号の変化周波
数を制御するための出力信号を生成するように構成されている信号生成回路を備えている
、磁場センサ。
【請求項２１】
　請求項２０記載の磁場センサにおいて、前記信号生成器の出力信号が、最低電圧値から
最大電圧値まで傾斜する線形電圧信号を含む、磁場センサ。
【請求項２２】
　請求項２０記載の磁場センサにおいて、前記信号生成器の出力信号が、最低電圧値から
最大電圧値まで変化する非線形電圧信号を含む、磁場センサ。
【請求項２３】
　請求項２０記載の磁場センサにおいて、前記信号生成器の出力信号が、最低電圧値から
最大電圧値まで複数の不連続な電圧段階に沿って変化する階段状電圧信号を含む、磁場セ
ンサ。
【請求項２４】
　請求項２０記載の磁場センサにおいて、前記信号生成器の出力信号が、複数の不連続な
電圧段階に沿って変化する階段状電圧信号を含む、磁場センサ。
【請求項２５】
　請求項１記載の磁場センサであって、更に、前記第１変化変調周波数に関係がある変化
周波数を有する電圧制御発振器出力信号を生成するように構成されている電圧制御発振器
を備えている、磁場センサ。
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